
　
ネ
パ
ー
ル
中
部
を
襲
っ
た
巨
大
地
震
の
被
災
地
で
支
援
活
動
を
始
め
て
い
る

国
際
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」
　
（
北
区
伊
福
町
３
）
は
3
0
日
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ

ル
ー
プ
の
荒
波
茂
代
表
（
6
8
）
ら
４
人
を
派
遣
し
た
。
到
着
次
第
、
支
援
活
動
を

本
格
化
さ
せ
る
。
ネ
パ
ー
ル
出
身
の
県
立
大
客
員
研
究
員
、
シ
ュ
レ
ス
タ
ジ
ョ

シ
・
ア
ル
チ
ャ
ナ
さ
ん
（
3
9
）
も
加
わ
る
。
出
発
前
に
記
者
会
見
し
た
荒
波
代
表

ら
は
「
で
き
る
限
り
の
支
援
を
し
た
い
」
と
語
っ
た
。
　
　
「
五
十
嵐
朋
子
」

できる限りの支援を」
Ｆ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

地
震
で
け
が
を
す
る
な
ど

‐
‐
‐
‐
１
１

し
、
ネ
パ
ー
ル
の
大
学
病
院

に
運
ば
れ
た
被
災
者
ら

　
　
　
　
目
口
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
提
供

｜

｜

イ
レ
な
ど
の
物
資
の
配
布

も
予
定
し
て
い
る
と
い

う
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
カ

ン
ボ
ジ
ア
な
ど
の
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
支
部
や
ア
ジ
ア
各
国
の

協
力
団
体
か
ら
医
師
が
現

地
に
向
か
っ
て
お
り
、
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
チ
ー
ム
は
総
勢
数

百
人
規
模
に
な
る
見
通

し
。
　
県
立
大
看
護
学
科
で
医

記
者
会
見
で
「
で
き
る
限
り
の
支
援
を
」
と
話
す
荒
波
茂
代

表
（
右
端
）
や
ア
ル
チ
ャ
ナ
さ
ん
（
右
か
ら
２
人
目
）
ら
派

遣
チ
ー
ー
ム
＝
北
区
奉
還
町
２
の
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で

災
地
の
映
像
を
見
る
と
胸

が
い
っ
ぱ
い
で
悲
し
い
」

と
涙
を
浮
か
べ
、
「
離
れ

て
い
て
何
も
で
き
な
い
、

来
２
年
ぶ
り
に
災
害
現

場
に
入
る
荒
波
代
表
は

　
「
多
種
多
様
の
チ
ー
ム

が
集
ま
る
の
で
、
調
整
役

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

ネパール大地震

新
た
に
代
表
ら
４
人
派
遣

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
地
震
発
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
研
究

生
翌
日
の
2
6
日
に
最
初
の
し
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
で
イ
ン
タ

支
援
チ
ー
ー
ム
を
派
瀧
し
Ｉ
ン
中
の
ア
ル
チ
ャ
ナ
さ

た
。
ト
イ
レ
が
使
え
ず
に
ん
に
よ
る
と
、
首
都
力
卜

衛
生
環
境
が
悪
化
し
、
飲
　
マ
ン
ズ
の
隣
に
あ
る
故
郷

み
水
も
不
足
し
て
い
る
と
の
町
が
被
災
し
、
友
人
宅

の
現
地
か
ら
の
報
告
を
受
や
寺
院
が
倒
壊
し
た
と
い

け
、
今
回
は
巡
回
診
療
に
う
。
ア
ル
チ
ャ
ナ
さ
ん
は

加
え
、
飲
料
水
や
携
帯
卜
　
「
家
族
は
無
事
だ
が
、
被

と
い
う
気
持
ち
だ
っ
た
の

で
、
現
地
の
人
た
ち
を
助

け
た
い
」
と
話
し
た
。
チ

ー
ム
で
は
、
通
訳
な
ど
現

地
の
人
と
の
橋
渡
し
役
を

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
巨
大
台
風
に
襲
わ
れ
た

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
支
援
活

動
し
た
２
０
１
３
年
以

を
務
め
た
い
。
感
染
症
が

広
が
る
危
険
が
あ
り
、
公

衆
衛
生
面
の
状
況
を
見
極

め
た
い
」
と
気
を
引
き
締

め
て
い
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
０
８
６
・

２
５
２
・
７
７
０
０
）
は
、

支
援
の
た
め
の
寄
付
を
呼

び
か
け
て
い
る
。
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